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公益社団法人九段 

平成 26 年度事業計画 

 

１．平成 26 年度事業計画は次の３つの分野に事業を行う。 

(1)公益目的事業１ 

 国民、主として青少年の心身の健全な発達のため、そして千代田区立九

段中等教育学校の教育活動への協力。 臨海施設（至大荘）、体育施設（尽

性園）の貸与、及びその管理・運営、並びにそれに付随する公益目的を達

成するために必要な事業。 

(2)公益目的事業２ 

 青少年の心身の健全な発展のための臨海施設、体育施設を利用した体験

学習の提供と体験学習を主催する団体等への施設の貸与、及びその管理・

運営とそれに付随する公益目的を達成するために必要な事業。 

(3)その他の事業（相互扶助等事業） 

 第一東京市立中学校、東京都立九段高等学校及び千代田区立九段中等教

育学校の同窓会会員とそれに準ずる人達への健全な心身維持のための臨海

施設、体育施設の貸与及び管理・運営、並びにそれに付随する事業。 

 

２．具体的な事業計画の内容 

(1)公益目的事業１ 

＜尽性園＞ 

(A)運営面では、施設の利用率を十分に保持するために 

①法人ホームページの施設予約情報の更新を的確にする。 

②引き続き青少年教育機関からの要請に応え、施設貸与を積極的に行

う。 

(B)管理面では、 

①哲明寮の老巧化している配管の整備を行う。 

②グランドとその周辺は、防砂対策に重点を置いた整備を行う。 

③施設として利用者の安全確保を十分考慮した整備を行う。 

＜至大荘＞ 

(A)千代田区立九段中等教育学校の「至大荘行事」が良好な状態で行  

えるよう支援する。 

(B)地元との良好な関係を維持し、行事に対し理解を一層深めてもらう。 

(C)管理面では、長期メンテナンス計画で補修の必要な建物・ボイラー等

の整備を重点施策とする。 
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(2)公益目的事業２ 

＜体験学習の提供＞ 

至大荘において小学校高学年を対象とした「親子の臨海体験」を実施。 

(A)専門家の指導の基に作成したプログラムを実施する。 

(B)稲城市及び千代田区の教育委員会と連携し行う。 

(C)天体観測と地層研究を中心に行う。 

＜体験学習を主催する団体への施設の貸与＞ 

至大荘においてＮＰＯ法人「思いつきの会」への貸与。 

 同法人は、都内 10 ヶ所以上の児童養護施設を対象とした臨海体験を、

50 年以上にわたり実施している。東京都社会福祉協議会児童部と共催し、

ボランティアグループとして堅固に組織されたスタッフを保持している。 

 

(3)その他の事業 

(A)尽性園では、施設の空き情報を的確に公開し利用し易くする。 

(B)至大荘では、夏の利用可能状況を早めに公開し 7 月上旬に申し込みを

開始する。 

(C)利用料金に関しては外税表示とし、消費税の徴収は混乱せず実施する。 

 

 なお、施設の管理・運営面は３つの事業に共通しており、費用額を利用人員

見込みに基づき、原則として次のように按分する。 

 

 ＜全体の比率＞ 

     

 

 ＜尽性園・至大荘別の比率＞ 

 

 

 公益目的事業１ 公益目的事業２ その他の事業 

比 率 ９２％ ３％ ５％ 

 公益目的事業１ 公益目的事業２ その他の事業 

尽性園 ９９％ ０％ １％ 

至大荘 ４５％ ２５％ ３０％ 


